<トピックス>青少年のための科学の祭典 by 冨阪, 和秀
Title<トピックス>青少年のための科学の祭典
Author(s)冨阪, 和秀




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University


























割合は 52.7%で、その 5 年前に行われた調
査結果の 58.1%から大きく下落していた。
また「関心がない」と回答した人の年齢別







れ累計で 317 万人の人が参加している。     
その中で私たちは 11月 6,7日に京都市青少年科学















   机を挟んで説明者と来場者が対面する形態。説明者が実演・解説し、来場者が  
  実際に触ったり、動かしたりして体験する。 
(b)ステージ 
   たくさんの観客に対して、ステージ上で少数の説明者が実演してみせる形態。 
(c)ワークショップ 





  ①「自分の位置を覚えている液体」 
  ②「液体のふるまいをする砂」 
  ③「渦をみる」 
  ④「地面のゆれを測る」 
  ⑤「火山映像」 
  ⑥「PR ポスター」 
以下にそれぞれの出展物についての解説をする。 
 





Photo.3 ブース Photo.4 ステージ Photo.5 ワークショップ












































Photo.6 容器 Photo.7 回転円筒部 
 











































Photo.12 手順④ Photo.13 手順⑤ 
    
Photo.15 手順① 
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①フィルムケース、棒磁石、細い銅線、ビニールテープ、輪ゴム数本、割り箸、         
液体洗剤、ペン書き記録計（テスター）を準備する(Photo.22)。 





































3.6「PR ポスター」- 出展物の PR (担当：福嶋技術員、冨阪) 
 出展物は映像を除いて 4 点で
あったが、その概要を見学者の
方に一目で理解してもらうため


























Fig.8 科学の祭典 PR ポスター 
 
Fig.7 火山クイズ Fig.6 火山学習の映像 
